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――当社営業広報誌『ニッポンスチー

ルマンスリー』の表紙を飾っていただ

いています。営業広報誌という性格上、

「具体的」テーマが多いのですが、抽象

画を描かれる野田さんとしてはご苦労

はありませんか？

鋼材に描く（鉄のキャンバス）とい

うこと以外はフリーにやらせてもらっ

ています。依頼に忠実につくりすぎる

と、テーマに引っ張られ迷路に入って

しまいますから、自分のやりたいよう

にベストを尽くす方が結果的にいいと

思います。いい作品をつくれば、いい

鑑賞者が現れる。特に抽象画にはいろ

いろな切り口があるので、見る人もそ

の人なりの切り口で面白さを見つけて

くれるといいですね。

――昨年度は主に立体的な鋼材に描い

ていただきましたが、キャンバスとし

ての「鉄」はいかがでしたか？

僕は絵描きなので、立体に描いてい

ても、意識としては平面。立体をつく

る人は作品とそのまわりの「空間」、あ

るいはその作品が置かれる「場」をと

ても大切にしますが、絵描きは普通、

キャンバス上のことだけを考えて制作

するものです。だから今回も絵描きの

立場で、材質感、物質感を大切に、「表

面」を意識して描いています。キャン

バスの布目を大切にするのと同じよう

に、鉄の感じをどこかに残したいと思

っていました。鉄というのは重くて抵

抗感が強く、威圧感を覚えることすら

あります。特に、切断面を見たり持っ

てみたりすると決定的です。だから絵

の具で表面を覆っても、内在する強さ

をとても感じました。制作中は鉄がプ

レッシャーを与えてくるから、負けな

いぞ、負けないぞ、と自分に言い聞か

せていました。

――『ニッポンスチールマンスリー』

から垣間見た新日鉄は、どのような印

象ですか？

不勉強で詳しくは分からないのです

が、「ものをつくっている会社」である

ということで親しみを感じます。しか

も、好き勝手に作品をつくっている僕

と違って、有益で、社会になくてはな

らないものをつくっている。特に新商

品の研究開発などは本当にクリエイテ

ィブな活動でしょう。そういう点では

画家と共通点があると思います。もの

づくりに打ち込み、それが出来上がっ

た時に感じる達成感、充実感は相通じ

るものがあるのではないでしょうか。

新日鉄でも、社員一人ひとりが「自分

たちは素晴らしいもの、一番いいもの

をつくっている」というように自信を

持っているでしょうし、僕自身も含め

ものづくりへのこだわりと達成感は
絵づくりも鉄づくりも同じです。
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インタビュー

自由な発想でクリエイトし、どこへでも大胆に飛んで行けるのが抽象画の面白さです。

◎ 画家

野田裕示氏

『ニッポンスチールマンスリー』の表紙
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て、そういう意識を持って仕事に取り

組んでいたら、個人的には大きな後悔

や失敗はないのでは……。

――なるほど。

『ニッポンスチールマンスリー』を

見ていて興味深いのは写真です。特に

工場の写真を見ていると「スケールが

すごい」とワクワクして、行ってみた

くなってしまいます。表紙に使う鋼材

探しは面白かったですね。端材を使っ

たのですが、端材は自分がつくったも

のではないので、思いがけないかたち

のものが落ちています。拾わない手は

ありません（笑）。ものが出来上がるプ

ロセスを見ていると、子どもに戻った

みたいに夢中になりますね。

――野田さんの作品は抽象画ですが、

時に「具体的」な「もの」が見えるよ

うに思われます。何か意図があるので

しょうか？

『ニッポンスチールマンスリー』の

表紙では、自分の内に眠っていた、あ

るいは忘れていた、これまで使ってい

ないかたちを引き出してみようと思い

ました。過去に日常生活や自然などに

触発されて自分の内に生まれながら、

記憶の中にしまい込まれていたかたち

です。有機的なかたちが出てきたのは、

それが理由でしょう。抽象画とはそう

いったもろもろのものが自分の内から

よみがえってきて出来るもので、その

「ゼロ」から生じる自由さこそが楽しさ

です。それを絵画として展開する時も

定められた方向性はありませんから、

自由に大胆にどこへでも飛んで行ける。

しかも自分の内に眠っていたものが、

自分自身のフィルターを通して出てき

たわけですから、どんな新しいものを

どのように大胆に展開しても、円を描

くようにどこかでつながっています。

――それが具象画との違いですか？

具象画にもそれに似た意識はあるの

でしょうが、対象物に引っ張られる度

合が少ない抽象画は、より自由です。

そんな意識の中でクリエイトするのが

面白いんです。僕は「再現」するより

「創造」する方が楽しめるので、具象画

でなく抽象画を描いているのだと思い

ます。その反面、表現したいものがな

くなってしまったら頼るものがないの

で怖いし、それでも制作しなければな

らないとしたらつらいでしょうね。し

かし、今までそうした場面に出くわさ

なかったことは幸いでした。

――野田さんは「絵を描くことは50％

の論理と50％の感性」とおっしゃって

いますね。

僕にとって絵を描くということは、

ふとした疑問や考え（つまりそれが僕

の感性ですが）を目に見えるかたちに

してつくっていくということですが、

論理的なものがないと、なかなかそれ

を展開させたり変化させたりできませ

ん。だから僕はいつも「50％の論理と

50％の感性」だと思っています。作家

によっては「99％論理」だと言う人も

います。確かに論理や思考がない表現

はあり得ないですね。幼児の自由画に

は100％感性の素晴らしさはあっても、

持続性や継続性、展開力がないでしょ

う。だけど、99％が論理なら言葉だけ

で十分で、絵を描く必要がありません

しね。僕の仕事は論理だけではできな

い、感性で訴えるだけではできないも

のでありたい。だから僕は、論理でス

タートし感性でより良く肉付けするの

が絵描きの仕事だと思っています。自

分自身の楽しさや満足感がないと、な

かなか絵など描けません。自分も楽し

みながら、人にも理解して楽しんでも

らえたらいいですね。

――美術を楽しむためのアドバイスを

お願いします。

美術はそんなにツンとしたものでは

ありません。「誰かが褒めているから」

というような動機や物欲、投資などで

はなく、「この絵が好きだから」「この

絵を壁に掛けたいから」という理由で、

美術を生活に取り入れて楽しんでくだ

さい。そのためにはまず、とにかく接

点を持つこと。「何だろう、面白そうだ

な」という自分の興味で展覧会に出か

けてみてください。一度見て分からな

くても、何か感じるものがあったら、

また行ってみる。理解度は経験の多さ

に比例します。たくさん絵を見ていれ

ば、「いいな」「好きだな」という自分

の定規が生まれます。また、なじみ深

くなればなるほど面白さがわかり、好

きになるものです。そうした自分なり

の定規で好きな絵を見つけ、日々の生

活の中でそれを楽しんでほしいと思い

ます。

『WORK 1402 』 2001 年 227.3 ×363.6cm

キャンパス／アクリル絵具

『WORK 630 』1991 年 227 ×145cm

キャンパス／アクリル絵具

昨年より、本誌の表紙
を飾っていただいてい
る野田裕示さんにお話
を伺いました。
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